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１．概要（Summary） 

血管分岐部にできた脳動脈瘤に対する治療用ステント

の配置方法は様々だが，それぞれの留置方法が瘤内の

流動特性に与える影響については詳しく解明されていな

い．本研究では脳動脈瘤モデルに対し，ステントを留置し

た際の流動特性を調査するため，脳動脈瘤とステントのモ

デルを作製し，粒子画像流速測定法（Particle Image 

Velocity: PIV）を行うことで瘤内の速度場の計測を行う．

今回は，PIV 計測で利用するステントモデルの作製を光

造形法で試みた． 

 
２．実験（Experimental） 

光三次元造形装置（EDEN250）を利用し，モデル

の作製を行った．作製するステントモデルは PIV 計測

をする都合上，Codman 社の Enterprise VRD の大き

さを三倍に拡大したものとした．Fig. 1 にモデルの形

状を示す。モデルは線幅約 0.15 mm，直径約 12 mm，

長さ約 100 mm である． 

 

Fig. 1 The geometry of the stent model  
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

線幅が細いために，モデルが非常に脆く，モデル樹脂

とサポート樹脂の分離が不可能であった．したがって，光

三次元造形装置（EDEN250）を利用したステンとモデルの

作製を断念した． 
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